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１．はじめに 

 近年，動物を家族に迎え入れる家が多くなってい

る．都市生活において身近な動物（ペット）の存在

は，社会的ストレスの解消だけでなく，地球規模の

環境を身近に考えるきっかけになっているともいえ

る．一方，ペットを飼う人が増えたと同時に手放す

人も一時的に増えた．ペットの世話を十分にできず

に，そのままほかの飼い主に譲ったり，ひどい場合

は保健所に持ち込んだり捨てたりする人も出てきて

いる． 

その中でも猫の飼育数は 894 万頭（2021 年），犬

の飼育数が 710 万頭（2021 年）と猫の飼育数が犬

の飼育数を上回るほど増加しており，猫ブームとな

っている．猫が犬よりも多く飼われる一番の要因に

飼育しやすさがある．猫は犬に比べて散歩がいらず，

飼育費用が少なくすむという理由がある．こうした

現状により今では飼い主のいない猫を見かける回数

が多くなってきている．猫が好きな人もそうでない

人もいる中でフン被害や近隣トラブル，飼い主のい

ない猫に対する苦情なども数多くあり，多頭飼育崩

壊により猫を放棄するといった行為も問題視されて

いる． 

 こういった問題をこれから解決するには人が猫に

感じる不満やストレスと猫が人に感じる不満やスト

レスは何か，どういったことが原因で不満が生まれ

ているのかの現状を把握したのち猫にとっても人に

とっても気持ちの良い暮らしができる環境を調査し，

猫と人が気持ちの良い暮らしのできる都市空間デザ

インを提案すべきではないかと考える． 

 

２．研究方法 

 研究方法は地域猫活動をおこなっている東の地区

とおこなっていない西の地区が存在する対象地区 

A でアンケートをおこなう，飼い主のいない猫に対

する印象の調査である．また，飼い主のいない猫の

行動範囲を明らかにするため，猫の識別シートの作
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成とルートセンサス法をおこなう．それらの結果を

もとに，猫の行動範囲と関係している居住者側の状

況を探り，GIS による分析で人が飼い主のいない猫

に感じている不満と飼い主のいない猫が人に感じる

不満やストレスになる部分を把握することを目的と

する．最終的には，互いに快適な環境で暮らすため

に何を改善すべきなのかを考察した． 

 

３．対象地区 Aにおけるアンケート調査 

 この調査は，どの場所で飼い主のいない猫による

被害が多いのか，地域猫活動をおこなっている地区

では飼い主のいない猫に対してどのような印象があ

るのかなどを確認することを目的としている． 

 

表１．対象地区 A アンケート結果 

  

3）の結果では地域猫活動や地域猫について知らな

い人が多いために，地域猫に対してわるい印象を持

つ人がよい印象を持つ人より多いことが分かった．

そのため地域猫活動について周知してもらうことで

地域猫に対する理解が高まり猫に対する印象が良く

なると考える．3）より地域猫に対する印象はよくな

いが，4）の結果では飼い主のいない猫に対して癒し

の存在になると飼い主のいない猫に対する期待が高

いことが考えられる．5）の結果ではフン被害や生ご

みをまき散らすといった物理的な被害が多いがそれ

に対して 2）の結果より猫除けの対策をしていない

ことから被害を受けていても決して猫除けの対策を

している人が多くないことが分かった． 

４.相関分析 

 相関分析ではアンケートから地域猫を悪いと思

う人とフン被害を受けている人，猫除けの対策をし

ている人の問いに着目し分析をおこなった． 

 

図 1．地域猫を悪いと思う人とフン被害を受けている人 

図 2．フン被害を受けている人と猫よけの対策をしている人 

 

地域猫を悪いと思う人とフン被害を受けている人，

フン被害を受けている人と猫よけの対策をしている

人で関係がみられたため，被害が減れば地域猫に対

する嫌悪感をなくしていけるのではないかと考える． 
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４．飼い主のいない猫の行動範囲の把握 

この調査は対象地区 A でおこなったアンケート

の結果から実際に対象地区 A に生息している猫の

数と行動範囲を猫のカルテとルートセンサス法によ

り調べることで被害が多い原因を探る． 猫の識別シ

ートを作成し，対象地区 A の猫の生息数を調査し

た．地域猫活動をおこなっている東の地区では１３

匹， おこなっていない西の地区では８匹が確認でき，

対象地区Ａでは合計 21 匹の猫が確認することがで

きた． ルートセンサス法では，調査をおこなう期間 

と時間を決め猫の生息位置を記録し，その結果に都

市に生息する雄猫の行動範囲の最小値と最大値を加

えた． 

 

図 3．猫の生息位置と生息範囲 

 

同じ猫が 2 回以上いた地点を猫の生息位置とし，

東は猫の生息位置が少なく，最も猫が多く確認でき

た場所では地域猫活動を行っているため，毎日 1 回

は餌を与えられていることで猫は満足し，水飲み場

やトイレをおこなえる場所があることで生息するこ

とができる環境があるために一定の場所で生息して

いると考えられる．西は行動範囲が多く，個人で餌

を与えている人が複数人確認できた．しかし，個人

で活動できることは限られてくるため餌を不定期に

与えることで満足することができず様々な猫餌を求

めて集まることから縄張り争いが発生し，猫の行動

範囲を広げる原因になると考える． 

 

５．GISによる分析 

5.1アンケート結果の分析 

 アンケート結果を活用し被害の中で一番多かった

フン被害に着目し，地区ごとに割合をだし色の濃度

により色分けをした． 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4．猫の生息位置と生息範囲 

 

色分けにより東と西で差が大きく表れた．東の地

区の地域猫活動をおこなっているところでは，ボラ

ンティアの方々が毎日フンの始末や掃除をおこなっ

ているため被害が少ないと考えられる．しかし，西

の地区では個人で餌をあげている人が複数人いるた

め猫が分散しているために被害が広範囲に拡大して

いると考える． 

 

5.2鳴き声被害と建物の関係性 

 建物と建物の間に発生する隙間を猫は移動手段と

して活用し生息していると考えられる．以下に示す

図は図 3 での地区 28 を表しており，アンケート結果

より鳴き声がうるさいと回答したとこになる． 

 

 

図５.鳴き声被害の地区と被害のない地区 

 

鳴き声被害が発生した地区とそうではない地区の両

方の建物の間の隙間を青で示し，隙間と隙間の辻に

なる部分を赤で示した． 
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図６.鳴き声被害地区の隙間と「辻」 

 

図７.被害のない地区の隙間と「辻」 

 

鳴き声被害が発生した地区とそうではない地区を比

較すると鳴き声被害地区では建物と建物の隙間が多

く，隙間と隙間の「辻」（隙間の辻）となる部分が多

く存在することが明らかとなった．猫はこの隙間を

移動することができるため隙間が多くなると猫の行

動範囲が広がることになる．また辻の部分で縄張り

の違う猫同士が出くわすことで縄張り争いや喧嘩が

始まりそれが鳴き声被害につながると考える． 

 

６．おわりに 

本研究は，人間と飼い主のいない猫の暮らしの調

査分析をおこなった．対象地区 A でのアンケートの

分析から地域猫活動への理解や知識がないために，

地域猫に対してわるい印象を持っている人が多いこ

とが分かった．その結果から対象地区 A に生息する

猫の生息数や行動範囲を調査し，それにより猫の行

動範囲と被害は関連していることが明らかとなった．

都市内の小動物と我々人間は，異なる次元に暮らし

ており，これが接し交わることでプラス側，マイナ

ス側の様々な生活が生まれる．異なる次元からアプ

ローチすることで接する機会，方法，空間デザイン

に結びつく可能性がある． 
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